研修出張様式４


研修報告書

	所　　属　　南寿の里 雲の家  職　種　介護員 　氏　名  川村 望

	期　　間　　平成22年11月11日　

	出張目的    平成22年度 八戸地区認知症高齢者グループホーム協議会 第２回 研修会に参加する為

	出 張 先    八戸市福祉公民館


研究に関する考察（プログラム毎に）        研修要旨（プログラム毎に）

 今回の研修に参加させて頂き、今まで他のグループホームでの研究発表を聞く機会がなかった為、他の施設での研究発表を聞く事が出来、とても勉強となった。。研究発表の中には普段の業務内でも活用出来る内容もあり、又、普段経験出来ない内容の研究発表の内容もいくつかあがり、自分達だったらどう対応していくべきであるのか等考えさせられる研修であった。

 研修内容の中には各題材に対してのグループワークもあり、各グループホームでの対応の仕方やアドバイス等を聞けた為、これからの業務に役立てていき、入居者様によいケアが出来る様に取り組んでいきたいと思う。

演題① ケアプランと現場を繫ぐ介護記録     慈花苑・けやき荘

 研究内容から、以前の介護記録はその日のエピソード記録となっておりケアプランを意識した物にはなっていなかった。ケアプランと介護記録がうまく連動していないと職員が感じていたとの事。

 そこで講師を招き、記録のナイトセミナーを実施した。勉強会や講師の助言を元に介護記録の再確認と見直しを行なった。入居者様の1日の行動が分かる記録とケアプランに記した援助方法を見やすくまとめ、１枚の用紙で他の職員も分かる様な内容に変更した。

 その結果、記録を見直した事で全職員がケアプランの目標を意識したケアが出来るようになった。又、職員が支援の方向性を統一して共通の視点で関わる事が出来る等、入居者様の状態把握とより良いケアが出来ている。

 この研究発表で私達介護職員は入居者様自身の望むべき暮らしが出来るよう支援していく事であり、入居者様の人生に携わらせて頂く事で介護記録の大切さと、入居者様の生活リズムを知り何を考え行動しているのかを記載する事はとても大事な事だと再確認する事が出来た。業務を日々行う中で、入居者様のサインをいち早く見抜き記録に残していく事で全職員で理解し、一人一人良いケアが出来るように繋げていきたいと感じた。

演題② 生きがい対策の確立を目指した業務の見直し    グループホーム りんごの家

 研究内容から、以前は職員中心の生活となっており入居者様との時間を取る事が出来ず、入居者様主体の生活が出来ていなかった。

 この事から、業務を見直す事で入居者様と関わる時間を増やし個別リハを充実させ、個人の不満や不安を軽減出来るのではないかと考え業務改善を職員全員で行なった。今までは、早番職員の業務内容の負担が多く入居者様への対応が疎かとなっていた。

 しかし、勤務形態の見直しと業務内容の見直しを行ない早番の業務負担を軽減する事で入居者様との関わる時間を確保出来る事が出来た。１日約30分の個別リハを行い週２～３日行なう事で1日あたり約13.5時間程の個別リハを行なう時間を確保出来るまでとなった。

 この研究発表で、自分達はどうなのか、入居者様主体の生活を送れているのか考えさせられた。入居者様を第一に考え入居者様の希望に添った生活を行なえる様に、もう一度自分を見直し入居者様に安心で楽しく日常を過ごして頂ける様に努めていきたいと感じた。

演題③ 知れば減る。～リスク認識へのアプローチと効果～    グループホーム 智水寮

 研究内容から、寮内で起きている事故件数に目を向け職員の事故に対する意識調査を行なった。調査で分かった事は、事故遭遇率はリスク認識によって差が応じている事や、リスクの認識が浅くリスクを認識する能力の低い職員ほど事故を発生させやすいとの結果が出た。

 この事から、職員のリスク認識改善の為勉強会の実施や委員会を設置し個別的な相談や対応を行なった。その結果、20年度は39件の事故発生に対して22年度は13件と減少してきていると結果がでた。

 この研究発表で、当法人内でも同じ対策をとっている為インシデントやアクシデントが発生した場合、事故に携わった職員のみではなく職員全員で事故対策の話し合いの場を設け、入居者様に安心して生活して頂ける様な環境作りに取り組んでいきたいと感じた。

演題④ 生を支える。グループホームに出来る事。    グループホーム 南部山さきおりの家

 研究内容から、94歳の女性・アルツハイマー型認知症、入所当時は要介護度１でほぼ自立していた。しかし、大腿部頸部骨折、大腸癌が判明し介護度４へ変更となる。ご家族様より治療せずにホームでの生活をと希望があった為、今までの出来る力を発揮出来るケアプラン内容からゆったりと穏やかな生活を送ると内容を変更しケアにあたった。今までとは一転、最期まで入居者様にとって一番は何かを考えケアを行った事で、苦痛で不安な気持ちを持っているはずだが入居者様からは「いつもありがとう」と言葉を頂いていた。残念ながら今年の8月に亡くなってしまったが、今回の事でたくさんの事を学び考えさせられたとの事。

 この研究発表で、看取りの現状を知る事が出来、看取りに対して考えさせられた。当施設では看取りを行っていないが、入居者様の人生の一部ではあるが一緒に生活させて頂き、少しでも喜んで頂き印象に残る生活や職員でありたいと思いこれから入居者様のケアにあたっていきたいと思う。

演題⑤ グループホーム入居者の在宅復帰    グループホーム みろく苑

 研修内容から、ある男性入居者様の「自宅で生活出来るほどまで元気になったから退所したい」の一言から始まった。要介護度２・軽度認知症・パーキンソン病。入居者様の意思を尊重しご家族様、ケアマネージャー、医師等の全面協力を得てケアプランの立て直しを行い在宅復帰を目標に取り組んだ。

 その結果、入居者様のリハビリ等の意欲も強く見事在宅復帰を果たした。現在はご家族様の協力もあり在宅での生活は出来ているが事業所側では課題が多く残った。

 この研究発表で、グループホームだけでなく入所型サービスが目指すべき「在宅復帰」を入居者様にとってもご家族様にとっても望ましい形で進めて行く為には何が必要で、どのようなケアが必要なのかを考えさせられた。在宅復帰が難しい場合でも入居者様本人の意向に添い満足して頂ける様なケアを行っていきたいと再度実感した。

演題⑥ 重曹と酢水の活用の試み    グループホーム りんごの家

 研究内容から、以前は洗剤を使用し食器を洗ったり消毒液を使用しテーブル等を消毒していた。しかし、入居者様に誤飲の危険性があり安全な生活を送る事が出来ない事とコストの削減の為に洗剤を重曹、消毒液を酢水に変更した。

 その結果、重曹を使用し洗った気がしないという意見も聞かれたが、入居者様の誤飲等による事故の危険性が減り安心して生活や家事活動へ参加出来る様になった。コスト面では、コスト削減にも繋がった。

 この研究発表で、入居者様の安全面を考えた良い研究を行なったのではないかと感じた。入居者様の危険が減り安全に楽しく家事活動を行なえるという事、環境にも配慮した取組みを南寿でも取り入れていきたいと思う。

演題⑦ 排泄の改善・生活作業をきっかけにコミュニケーションを取れる様になるまで

                                                     グループホーム さいうん

 研究内容から、入所当時、尿失禁は毎日で職員の声掛けにも拒否気味であった。又、排便コントロールが出来ていなかった。排便のコントロールは主治医より下剤を処方して頂き改善。尿失禁は排泄チェックを行い4～5ヶ月かけ排泄パターンを掴みトイレ誘導を行なう事で日中の尿失禁はなくなった。

 コミュニケーションに関しては入所当時、人見知りもあるのか他の入居者様との交流は殆ど見られない。しかし、入居者様の情報から興味のある話題を出すと徐々に職員との交流が増え、他の入居者様との交流も徐々に増えるようになった。

 この研究発表で、当施設でも個々の状態に合わせたケアを提供しているが職員の声掛けの仕方一つで入居者様の見えなかった部分が見えてくる事もある。声掛けの工夫を行い入居者様に良いケアを行える様に心掛けていきたい。又、入居者様の体調変化をいち早く発見出来る様に入居者様のサインを見逃さずに日々の業務を行っていきたい。
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